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一  望 拇 溺 神 8 Ⅷ 1 ぺ   

「 ≠ ヾ T q － u 前 部 8 語 準 醇 て ス 」 丁 和 〔 ヨ T u ヽ ト d 開 脚 判 岳 「 ユ 珊 裁 許 箇 和 正 ♯ い    

ヨ ‖ 瓶 遜 ヰ か 汁 昏 8 帥 細 泌 問 ヾ 刃 ↓ ■ ト 8 望 開 溺 神 【 ≠ － ぺ 】 」   

e ⊥ a p a コ 佃 独 聖 向 ・ 害 勇 〓 ‖ 訪 〓 バ ． 『 N ≡ の 欄 神 州 d 口 ． ヽ V u － サ ヾ 丁 購 口 堅 ｝ か サ    

ヾ T q － 叱 正 ♯ い 〔 ≠ ヽ 8 讃 福 芸 丑 卜 伸 周 か 神 戸 覇 幕 埜 叫 ≠ ヾ T q － u 8 柵 吟 辞 囲    

望 叫 誼 辞 8 型 塑 ‖ 録 闇 什 鈴 か 罪 坤 写 沖 望 拇 溺 神 和 瀬 音 ヰ か 』 ト ー 什 琶 皿 苅 什 「 バ 畢 ≠ 小    

さ パ 〓 か h 竺 ‖ ． ≠ ぐ T q － u 堂 遜 8 落 剥 琶 訓 妬 か せ d ＜ P Z 購 仲 里 遜 「 バ 益 回 口 砧    

罫 ヰ か 申 ヰ ヽ 丁 （ ヽ ∨ 丁 Ⅷ サ ヾ 丁 ） 璽 ‖ 訪 つ バ ♂ 覇 醤 詳 録 8 庁 ♯ い u 沖 滴 遜 琶 果 昏 伊   

さ バ 〓 か ○ サ ヾ T u － u 歳 回 前 部 8 〔 り 竺 汁 訴 罫 苗 ≠ 8 せ d 部 ♂ 片 ♯ リ ⊂ ↓ ■ ▲ て ス    

」 T 8 再 〓 ヰ ヽ 丁 8 聖 場 面 補 一 ｝ か 〓 什 d 討 亡 ． 罪 深 苗 ≠ 什 「 バ 柵 砂 d 討 か 普 瑚 号 8 世 」 璽    

再 漣 菜 d 再 一 S M S 鞘 肖 8 声 調 栄 治 討 か 三 牲 付 ♯ ト 亡 ↓ 一 斗 洗 〔 ヾ － 講 熟 せ 巾 8 胴 囲    

謂 湘 篭 彗 蜃 8 桝 備 付 沖 ∪ バ 計 亡 一 筋 部 品 ≠ 8 庁 ♯ い 〔 ↓ t ヽ て ス 」 T 伸 印 刷 軍 ‖ h U 苗 回    

円 高 瑚 d 砕 か 存 置 中 戦 前 つ ∩ 什 琶 親 閲 町 村 ∪ バ ＜ か ．   

オ 翠 塑 禦 甲 望 汁 止 二 丁 電 柵 砂 d 訊 か 号 什 〓 u 〓 付 和 ノ ヰ ヽ 丁 8 サ ヾ T q － 竺 ‖ 楳    

諜 ヰ か 蔀 洲 b 一 代 8 （ 雲 呑 規 d 討 か 普 什 〓 u 〓 什 什 ′ ヰ ヽ 丁 琶 化 8 ＜ 巴 轟 熟 口 仙 伊    

仙 さ パ フ か 督 什 〓 u 卦 叫 8 譜 知 督 伊 丹 さ 座 さ 付 和 仰 軍 ‖ 鞘 岳 「 巾 さ か 伸 苗 回 前 部 ヰ    

か 諒 恕 § 丘 ⊥ 丁 溺 d 沖 劃 ヰ か 〓 什 d 苅 坤 苫 沖 玲 芸 吋 茸 u 伊 8 d 討 か ○ 脚 浣 軍 〓 荘 口 々    

繋 汁 口 神 匝 佃 さ か ヾ U T O H u 8 ＼ ｛ q 購 8 帯 嘩 至 r ． 茸 「 ↓ ′ 芹 澤 芸 苗 〓 昂 頭 璽 聖 ‖ 訪   

〓 バ ヰ ヽ 丁 牙 8 袈 洲 8 器 嘩 醇 8 割 浦 和 皿 磐 d 貞 鼎 「 餌 ヰ ヽ 〓 ∩ 鶴 間 仙 さ バ 〓 璧 酬 ＞    

落 首 ヾ 封 叫 ト （ 一 D S ） 8 u Ⅷ － 丁 朋 8 淵 覿 頭 劫 什 妙 計 ヰ バ 吟 苛 「 添 嘩 辞 て ス 」 丁 8    

祖 師 冨 沖 鞘 藷 何 部 誉 川 津 ． か ヰ ヽ 丁 8 帯 革 辞 て ス 」 丁 舶 付 点 淋 ・ 哺 湛 「 ′ 茹 盤 台 d i   

T 仲 川 汁 毯 ∪ 汁 詮 索 料 罰 一 ン 吟 認 許 湘 和 餌 ヰ ヽ 丁 ♪ 持 前 ヰ か 詳 録 藷 義 仲 轟 粒 「 か ヰ    

▲ 丁 8 帥 準 滑 河 琳 慧 皿 ヰ ヽ 丁 ヰ 満 薄 着 ≠ ヰ ヽ 丁 8 付 ♯ い ■ 」 叫 人 て ＞ ご 丁 和 裔 開 「 バ ′ 似    

型 ‖ 随 喜 前 句 u 片 刃 堂 営 朴 湘 諦 d 価 か 〓 什 d ． 皿 ヰ ヽ 丁 ♪ 8 ＃ 柵 和 洲 準 ‖ 辞 ＜ 亜 ′ ㊥    

覿 仲 南 鼓 叫 か ∩ 什 翌 月 譜 什 河 ⊂ ． 調 叫 瑚 男 聖 和 芳 容 什 ヰ か 割 ヾ T q － u 伸 輔 遜 「 汁    

諜 a 沖 ＃ 弛 ・ 謁 輔 穎 世 和 柵 、 P 「 バ 苛 沖 か 桝 肺 井 寄 付 裔 斡 ヰ か ○   

オ 寧 塑 梨 璧 汁 ふ ∃ ぶ  【 鞘 儲 】 普 伊 熱 か ○ 河 野 観 望 聞 溺 神 8 砂 謀 仰 望 璽 ‖ 卦 ヰ O   

u  サ ヾ T q － u 8 添 革 帯 て ス 」 丁 場 覿 て ス 」 丁 8 潜 南 岸 ≠ … 拙   

句 ⊥  琴 璽 彗 ＼ ⊆ も 温 血 き 州 刊 ミ 営 澄 芸 品 川   

べ 」 丁 ¶ ス ∨ Ⅴ － （ 落 部 ． 〇 S ． u Ⅵ 亡 ヾ － ヾ u V 鵬 ） 前 部 伸 描 印 「 汁 ヰ   

ヽ 丁 丑 8 サ ヾ T q － 竺 r t 罷 諜 ヰ か 部 洲 8 諦 軍 停 滞 相 和 苛 〓 ′ 巾 8 詣 淘 和 ♂   

什 口 諦 準 辞 8 諦 藩 柵 せ 茸 蛤 監 祐 治 邪 神 拙 軌 「 バ ． 訃 塗 狩 ＼ バ Ⅷ ゝ － や 早 鱒 琴 夕   

溺 軍 需 茄 脚 8 通 称 ． 帯 革 辞 覇 醤 8 鳥 肌 叫 鶉 僻 和 茄 認 「 ヰ ヽ 丁 8 帯 軍 需 て   

） ぐ T 和 祖 仰 軍 ‖ 鞘 岳 ヰ か 州 ↓ L J T 8 ． 望 聞 乱 雑 伸 苛 汁 抽 汁 ． 南 野 8 ヰ ヽ 丁 口   

訪 【 ｝ か 諦 嘩 辞 て ス 」 T 8 芳 半 黍 甚 購 和 知 罪 旦 悪 沖 州 ↓ L J T 扁 乱 酔 茸 u O （ Z J 「 ↓   

∪ 川 ト ＝ ヾ － ヾ 山 ∨ 兄 弟 期 仲 ＃ ）   

ー N －    



u ・ N  勘 熟 て ス 」 丁 8 祖 価 詩 州 刊 」 丁 8 望 醤 遜 隷   

ヰ Å 丁 古 口 郎 刷 研 き べ 〓 か 添 ＞ 落 首 ヾ 封 1 ■ ト  〓 ロ S ） ヰ u ヽ し 丁 封 す －   

T u H ヽ 購 8 『 Ⅷ － 丁 和 島 淋 「  付 き 旬 き 8 月 Ⅷ － 丁 8 訃 霜 柵 ヰ 常 州 十 倍 嬉   

「 神 訴 聞 購 舟 朋 覿 「 ベ ′ 朝 鮮 蹄 、 バ Ⅷ ゝ － ≠ 8 蔚 恵 高 ． ¶ Ⅷ － 丁 貞 淋 8 通 称 ・   

叫 洪 購 伸 藩 州 ヰ 「  ヰ ヽ 丁 8 勘 覿 て ス 」 丁 庫 閉 脚 苫 口 鞘 嘉 ヰ か 州 刊 し 丁 8 望 祖 霊   

神 朴 苛 ひ ○ 抽 汁 ． 両 群 8 ヰ ヽ 丁 口 計 ニ ｝ か 淵 覿 て ス 」 丁 8 罪 半 諒 蘇 せ 箪 笥 森 溺   

篭 前 菜 ヰ か ヽ ∨ ヾ 1 L ヾ 丁 諦 ♯ 購 伸 河 罪 月 評 蹄 州 刊 」 丁 苓 熟 庫 苛 誉 （ Z J 「 ↓ ∪   

川 U ＝ q － ヾ 山 ∨ 丸 薬 糾 砂 ＃ ）    

u － 山  神 削 斉 川 刊 」 丁 8 湘 術 什 割 撃 詳 8 藩 肖   

粟 隔 月 － 一 対 卜 茄 禦 防 ¶ － N 8 和 伽 諸 州 刊 」 丁 伸 湘 肺 「 汁 ∪ ヾ 代 い － u 身   

ヾ T u － u い ∴ ヤ Ⅷ ■ 卜 8 茄 浦 舟 苛 〓 ． 語 嘩 醇 て ス 旨 ・ 淵 熟 て ス 」 丁 8 神 仙 芹 口   

数 相 計 番 頭 せ 柑 常 勤 掃 討 篭 扉 溺 芳 紆 議 萌 購 篭 ． サ ヾ 丁 ロ ー u 崩 涼 タ 8 沖 割   

鱒 劇 軌 「 拝 ト d ′ 御 撰 蔀 ク 8 嵐 遜 円 周 「 柵 此 d 討 か 〓 作 付 藩 削 ヰ か   

（ Z ↓ ↓ ∪ 招 ］ ＝ ヾ － ヾ u ヾ 丸 井 純 粋 ＃ ）   

－ ∽ －    



ヽ  オ ♯ い 亡 1 ■ ヽ 諒 鎧 哺 瀾 什 斗 ヾ T q － u 哺 閣 8 汁 ＄ 8 帥 細 泌 印 糾 蒲 苅 寄   

ヽ － 一  ヰ ヽ 丁 頭 8 オ ♯ い 〔 叫 ヽ 諌 鎧 哺 偏 ≠ 錨 8 雪 消 溺 諏   

訊 茹 斗 ヾ T q － u 8 オ ♯ い 〔 1 ■ ヽ 伸 ゆ 茸 ヰ か ト d 録 糊 什 蹄 か ． 申 ヰ ヽ 丁   

菅 小 鳥 鼎 ヰ か 詩 仙 坤 辞 て ょ し 丁 ヰ 坤 覿 て ス 」 〓 √ ． 溺 ㈲ ヰ か 謀 半 諌 幾 何 ヰ ヽ 丁 溺 d   

沖 劃 ヰ か 汁 昏 8 哺 描 ≠ 鐘 蹄 伊 現 口 ． 貞 鼎 什 淋 利 口 陸 相 什 汚 か ヽ ヾ 阜 U H －   

封 8 望 聞 溺 押 付 識 ひ 0  （ 謳 洪 胎 ＃ Ⅲ 出 泄 扁 剖 ）   

ヽ － N  u Ⅷ － 丁 秘 苫 ・ 茸 淋 〔 ∪ ゝ V 7 荘 需 胡 8 望 沖 溺 神   

ヽ － N l 一  Ⅵ Ⅷ － 丁 祢 苫 藻 許 8 望 醤 溺 諏   

親 臨 i － 一 d 湘 溢 仙 さ か 霜 詳 8 ヰ ヽ 丁 口 訪 一 ｝ か 語 式 辞 ヰ 瑚 覿 8 轟   

鎧 哲 小 訊 〓 発 現 d 8 ゆ 芳 井 寄 8 望 沖 溺 諏 和 識 ひ ○ 抑 汁 ． 巾 8 吟 茸 詳   

細 せ ㊥ d ⊥ 丁 8 語 韻 房 て ス 」 丁 場 覿 て ス し 丁 和 則 軌 「 押 付 ♯ い 亡 1 ， ヽ   

Ⅵ Ⅷ － 丁 何 件 熟 「 ． 申 ヰ ヽ 〓 ‖ 秘 哲 ヰ か 藻 譜 8 望 神 霊 神 和 識 ひ ○   

（ 葉 洪 妙 ＃ Ⅱ 出 泄 扁 望 ）   

ヽ － N － N  茸 淋 〔 ∪ ゝ ∨ 「 藻 辞 8 雪 消 溺 沖   

縄 儲 Ⅵ 口 汁 か 申 ヰ ヽ 丁 8 欝 設 辞 て ス 」 丁 勘 覿 て ス し 丁 什 ． 粥 儲 ヽ －   

一 8 ヰ ▲ 丁 寧 8 寸 ♯ い 〔 Ⅷ ■ ヽ 一 甜 軍 略 伯 ヰ 由 扇 ご － N － 一 8 Ⅵ Ⅷ －   

丁 副 署 伸 椎 l 一 ｝ バ ． ヰ ヽ 丁 8 帥 細 泌 相 聞 望 益 回 口 筋 罫 ヰ か ヰ ヽ 丁 8 東   

洋 和 明 釦 口 汚 崗 d 価 ． 小 さ 座 さ 8 ヰ ヽ 丁 口 嵐 「 汁 茸 新 和 御 許 叫 か 円   

伊 汁 ∪ バ 8 帥 細 淋 糾 伸 糾 蘇 ヰ か 茸 郭 〔 ∪ ゝ ヾ 丁 藻 詐 8 望 滑 溺 押 付   

却 ひ ○ （ Z ↓ ↓ ∪ 川 ］ ＝ q － ヾ Ⅶ ∨ 兄 弟 純 粋 ＃ ）   

ヽ － 山 一 硝 蔚 哺 瀾 ・ 吟 潔 ヾ 封 1 ■ ト 8 肺 腑 什 到 達 辞 8 謬 肖   

ヽ － 山 ⊥  覇 謝 哺 瀾 ・ Ⅵ Ⅷ － 丁 箇 苫 藻 需 8 湘 術 什 利 達 辞 8 藩 鞘   

親 臨 ゝ － 一 ． 紫 蘭 ゝ － N － 一 d 望 開 「 汁 諦 蔀 哺 描 ≠ 鍾 知 見 ¶ Ⅷ －   

丁 祢 苫 藻 辞 邪 神 凛 U U ヾ 代 U － u サ ヾ T q － u い ∴ 〃 ≠ ■ ト 朴 茄 溜 「   

溺 神 「 神 埼 笥 掛 純 8 劃 寧 群 落 肖 伸 苛 ひ ○  （ 莱 鈍 妙 ＃ □ 出 泄 扁 望 ）   

ヽ ・ 山 － N  安 部 〔 ∪ ゝ ∨ 丁 藻 許 8 肺 腑 什 利 達 。 寧 8 謬 胃   

難 敵 ヽ － N － N 口 汁 か 茸 潮 亡 ∪ ゝ ヾ 丁 露 悪 和 湘 術 「 汁 ∪ ∨ 代 い   

－ や 割 ヾ T q － u ヾ 封 1 ■ ト 伸 茄 淵 「 茸 淋 〔 ∪ ゝ V T 伸 前 溶 叫 か 8   

〔 昏 醐 蹄 昂 召 せ 〔 ∪ ゝ ∨ 丁 牙 倒 朋 8 劃 瞥 再 伸 藩 肖 ヰ か ○  （ Z ↓ ↓ ∪   

川 い ＝ す － ヾ u V 丸 薬 鈍 胎 ＃ ）   

ヽ － 皐  哺 描 「 ゝ ヽ ヾ 召 d 8 帥 細 淋 印 糾 蒲 ㈲ 瀬 斗 洪 8 望 醤 溺 神   

州 細 沖 田 ヾ 封 ≠ ト 和 汁 ⊂ 醤 油 冨 口 露 悪 仙 ヰ か 汁 ＄ ロ ー 汁  ヽ ∨ 丁 Ⅷ サ ヾ 丁 半 禦   

－ ム ー    



＼ － A － N  帥 細 淋 印 抑 箱 師 満 叶 洪 8 望 抽 選 神   

郷 細 淋 和 ヾ 刃 り ■ ト 竜 来 朝 ヰ か ゅ 潔 ヰ u Ⅷ － 丁 跡 営 蹄 化 8 落 籍 8   

－ 輔 コ 和 御 前 か 哺 描 「 ゝ ヽ ∨ 口 韮 汁 ヰ 藩 諜 価 溝 板 ヰ か 汁 5 8 淋 派 斗   

洪 口 ∪ 〓 バ 望 聞 溺 神 和 音 u O  （ 芽 純 粋 ＃ Ⅲ 出 泄 青 票 ）    

u  ヰ ヽ 丁 頭 R こ ご Y 付 M 譲 志 望 河 芸   

u － 一  半 彗 什 8 跡 苅 叫 u 片 刃 堂 彗 8 望 拇 溺 謝   

辞 琴 帝 8 訓 〓 ヰ ヽ 丁 什 8 誹 苅 口 訪 〓 バ ． 報 謝 8 郎 蔀 d 竺 遜 劇 評 鈴 掛 前 句   

u 付 知 彗 彗 ≠ 茹  （ U ヽ し T u 〔 ヾ q ． 丁 Ⅷ J ご 、 ヾ へ ∴ ヾ H － 〔 V q 購 ）  8 嵐 包   

材 陳 神 什 巾 8 砧 村 ． 硲 粗 朴 歯 遜 ヰ か 避 召 ． 献 遜 ヰ か 押 d 8 番 頭 ． 献 適 評 8   

． 堂 彗 菜 鮮 8 帯 川 組 蹄 化 ． 跡 前 句 u 片 刃 聖 堂 口 割 勘 蹄 糊 寄 付 巾 8 哺 瀾 叫 淋 和 望   

囲 溺 神 ヰ か ○  （ Ⅶ 謡 曲 甜 菜 純 粋 ＃ ）   

u － N  祢 前 句 u 片 刃 彗 壁 8 腑 肺 付 利 醤 辞 8 茄 習   

u － N ⊥  祢 前 句 u 片 刃 堂 彗 森 詳 8 湘 術 付 利 革 帯 8 謬 肖   

8 坤 熟 一 甜 甚 8 刃 斗 ヾ Ⅵ ヾ u ヾ 丁 リ L － 唱 和 淵 前 ヰ か 托 一 ｝ d 正 村 ＜ ． 半 哲 8 ⑩ 覿 覇   

甚 何 州 ＝ Ⅵ 〔 ヾ q ヰ か 笛 姦 8 堂 軸 「 汁 惑 丑 詳 細 ヰ ． 桝 ヾ 封 1 ■ ト 竜 的 轟 茶 話 茸 瀞   

什 「 バ 〓 か 評 嘩 璽 r － 琳 Ⅲ 「 汁 地 熱 8 料 替 菜 渚 前 代 ′ 帥 細 海 神 ヾ 封 リ ー ト 竜 来 訪 ヰ   

か 蒜 森 白 － 聖 和 半 彗 8 師 轟 笹 嘉 一 〓 凛 汁 ヰ か 蒔 評 価 満 竜 利 達 什 亜 沖 か ○    

ヽ － 一 ト ヽ － 山 d 湘 漣 ヰ か ヾ 封 ≠ ト 一 汁  9 什 ∪ 8 哺 滴 下 ゝ ヽ ヾ 丑 口 知 ヰ か 対   

洋 ヰ ⊥ 丁 哺 描 仰 望 瀞 什 ヰ か 伊 8 d 討 か ○  〓 き 口 辻 「 ノ  ヽ － 三 芝 笠 誌 緬 d 戸   

哺 崩 丁 ゝ ヽ ヾ 8 湘 狩 か 半 抽 コ 8 脾 轟 笹 責 付 8 頭 d 森 評 価 満 ヰ か 汁 5 口 数 珊 什 蹄 か   

洗 〔 ヾ － 口 伽 止 〓 汁 勘 覿 蔀 甚 8 料 藩 落 部 ． 狩 h 六 空 目 ¶ Ⅷ － 丁 祢 旨 ヰ 辻 舗 〔 ∪ ゝ   

ヾ 下 露 詩 碑 哺 繭 「 ゝ ヽ V 8 湘 狩 か 苫 前 什 8 溺 d 森 評 価 滞 ヰ か 汁 5 8 蒲 戴 冠 押 付   

苛 u O    

〓 さ 口 汁 〔 ノ  9 什 ∪ 8 哺 掲 「 ゝ ヽ ヾ 丑 d 野 寺 ヰ か ヾ 刃 り ■ ト 曽 伊 ． 覇 浮 8 哺 閣   

下 ゝ ヽ ∨ 什 漸 派 「 バ 替 苛 ヰ か ヾ 刃 リ ー ト タ 什 ． 軸 細 労 相 和 音 ひ 汁 5 8 刊 － 竹 島   

泄 ・ 漸 派 茸 瀞 黙 屈 伸 帯 解 ヰ か 〓 什 口 紅 ⊂ 罰 小 さ か 1 L － u 蔀 紬 8 卦 ト 8 中 村 伊 ヰ ．   

瑚 描 7 ゝ ヽ ヾ 8 湘 蹄 か 草 哲 8 師 対 置 茹 せ 置 ヰ ヽ 丁 什 8 祢 溝 ヰ か 荊 蔀 牌 蔀 和 謀 隋   

ヰ か 〓 什 什 伊 蹄 亡 ． 熟 淋 8 相 知 哨 袖 8 常 軌 d 伊 利 達 d 訊 か 什 拙 沖 か ○  （ 薬 洪 仲 ＃   

口 出 泄 苛 潔 ）   

＼ － A － 一   洗 〔 ヾ － 口 帥 止 ＜ 勘 熟 諦 甚 料 瀞 叫 鶉 8 雪 消 溺 神    

御 中 か 哺 瀾 丁 ゝ ヽ ヾ 什 8 召 d 地 熱 諌 甚 蹄 化 8 付 ♯ ト 〔 リ ■ ’ 両 港   

仰 望 聾 8 黙 国 丑 d 蔀 顛 料 藩 ヰ か 汁 さ 一 〓 ． 地 熱 覇 耕 8 ぺ 刃 ♯ ヾ q 蹄 伊   

呈 口 ぺ 刃 ♯ V q 仙 さ 汁 ⑩ 熟 議 苦 8 針 醤 純 朴 拙 軌 「 神 埼 熱 蔀 甚 料 落   

掛 洪 口 ∪ 〓 バ 望 拇 遜 神 和 音 ひ ○  （ 謀 洪 妙 ＃ 血 出 鹿 意 義 ）   

－ ∽ －    



H   

鍼 甜 u － 一 d 望 開 頚 椎 r 汁 師 前 句 骨 片 封 聖 堂 森 井 朴 湘 術 ヰ か ○ 苅   

喬 ヰ ス 碑 轟 沈 ・ ヾ 封 ≠ ト 弄 べ 」 丁 叫 え ヾ 慨 ⊥ 湘 蔀 林 部 前 什 r ′ 森 鶏 購   

8 諒 清 一 L 症 治 癒 て 「 Y u u H － 封 印 印 糾 ヰ か 伊 8 什 ヰ か ○  （ 平 針 掴 甜   

菜 純 粋 辞 ）   

u － N － N  い － 吐 ∫ ∴ ヽ Ⅵ u H － 封 8 肺 腑 什 劃 撃 辞 8 茄 肖   

鞘 院 u 口 外 か ヰ ヽ 丁 8 添 嘩 詳 て ス 」 丁 勘 熟 て ス 」 丁 せ ′ 菊 儲 人 口 h   

か ¶ Ⅷ － 丁 弥 富 ・ 茸 鞘 〔 ∪ ゝ ヾ 下 落 諸 口 h ⊂ ． 斗 ヾ T u － u 8 柵 F 』   

灘 d 蹄 ＜ べ か 阻 淋 普 ∪ 富 農 口 剋 儲 u － N － 二 ‖ h か 祢 前 句 u 片 刃   

彗 壁 琶 湘 識 d 叫 か い － ヰ ヽ ヾ や り H － 封 印 湘 術 r ． 劃 撃 辞 8 茄 肖 朴   

罰 汁  （ Z J 「 ↓ 〕 川 い ＝ q － ヾ u V 刈 謳 糾 砂 ＃ ）   

望 囲 1 ■ － べ 仲 疎 哺 越    

中 閑 儲 璧 防 砂 芳 井 r ． 馴 ヾ T q － q 崩 添 8 評 嘩 辞 て 之 丁 伸 〔 ヨ 丁 ≠ ヽ ト d 印 晰 鞘 詩   

「 諒 碁 詩 趣 和 正 ♯ 一 望 ‖ 髄 遜 ヰ か 汁 昏 8 帥 細 淋 糾 ヾ 封 1 ■ ト 8 湘 肖 湘 紫 朴 識 〓 ′ 利 達   

房 恥 藩 肖 ヰ か ○  （ Z ↓ ↓ ∪ 川 ト ＝ 寸 － ヾ u ヾ 兄 弟 糾 妙 ＃ ）   

－ の ー    



叫  望 醤 遜 沖 疎 萱   

可 ⊥  望 滑 慕 献 鼓 垂   

山 の －    



可 － N  哺 催 涙 萱 沖 q 此 則 男 聞 溺 神 1 ■ － べ 一 ‖ 訪 一 ｝ か 望 聞 溺 神 話 隋 浣 堂    

【 Z ↓ ↓ ∪ 川 H ＝ ヾ － ヾ 山 ヾ 兄 弟 期 帥 ＃ 】   

¶  哺 闇 夜 彗   

■   

寧 望 莞 芸 毒 ブ   
－ ∽ 」 －    



ヽ  此 則 望 囲 溺 沖 ↓ ■ － べ 一 ‖ 訪 一 ｝ か 望 醤 溺 諏 疎 堂   

一
P
▲ 冨
u
． 丁 ヾ ］ ） ≠ 泄 碧
  

－ ∽ ∞ I    



【 粟 純 粋 ＃ Ⅶ 出 泄 苓 潔 】    

¶  草 堂 哺 植   

－ ∽ ∽    

く    

望 聞 遜 拙 套 垂   



ヽ  此 期 望 閑 適 神 Ⅷ － べ 口 計 一 ｝ か 望 囲 溺 神 浣 彗   

－ 全 ？ 1    



【 口 桝 調 洲 苅 純 粋 ＃ 】   

u  哺 描 涼 堂   
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此 軋 議 芯 崇 禦 抑 Ⅷ ■ － ベ ロ 計 一 ｝ か 望 渦 溺 神 夜 空   

－ 良 一 －    
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【 莱 洪 妙 ＃ 口 和 泄 扁 潔 】   
認 知 ・ 薄 轟 （ 轟 的 ）   

－ 争 サ ー    
Ⅱ 粗 泄 詩 望 ＞ 祥 ○ 遥 拝 ヾ 封 Ⅷ 卜 溺 謹 望 滑 潔   

皆 粥 ○ 諦 顛 オ ♯ い 〔 リ ■ ヽ 薄 寄 8 望 聞 溺 播 口   

諜 馴 ○ 、   

口 和 泄 講 習 ＞ ＃ ○ 叫 捗 和 寒 蔀 8 ヾ 知 坤 卜 郎   

半 ・ 溺 隷 和 荘 此 〇 一 ∽ 冨 欄 刃 ＃ ヾ 知 り ■ ト 溺   

神 頚 沖 潔 一 ‖ 湘 彗 ○ 特 選 記 茄 血 ・ P K 一 望 開 口   

＃ ≠ ○   

口 匪 泄 講 認 ＞ ＃ ロ ヾ 知 り ■ ト 溺 沖 霜 冷 裂 ロ バ   

ヾ u  T u H 『 溺 隷 謀 淋 ． ヾ 知 り ■ ト 訓 諭 譜 芹   

澤 蓄 ． へ ∨ Ⅵ － サ ヾ て ｛ ∨ ♯ ∨ ヽ ． H T u   

T ロ 〓 ヾ u U ベ ー カ レ ∴ ヤ ≠ ■ ト 蹄 化 8 望   

滑 ・ 溺 袖 口 群 ≠ r 拝 辞 ． オ ♯ い 〔 リ ■ ヽ ヾ 〔   

リ ー ヾ u ヾ 講 陳 謝 望 桝 彗 帥 ○  覇 顛 陰 描 傭   

妙 ． 一 ［ ［ ［ ． A C M 8 妙 脚 ○   

皿 出 泄 苛 潔 ＞ ＃ ○  旨 － や ． S 一 P ヰ ー 、 イ 陪 代   

8 ≠ ヾ 丁 ロ ー u 泄 副 8 望 沖 溺 隷 一 ‖ 黙 ≠ ○ 渇   

尉 再 個 滑 望 沖 認 一 〓 バ 餌 ヾ T q － u ・ オ ♯ い   

亡 ≠ ヽ 8 望 囲 詔 隷 和 布 此 ○   

Ⅱ 粒 泄 苓 望 ＞ ＃ D 画 ＃ ヾ 封 Ⅷ ト 溺 推 望 滑 潔   

響 認 ○ 頭 畿 止 ♯ い 〔 叫 ▲ 苅 寄 8 望 沖 溺 沖 一 〓   

諜 朝 ○   

口 粒 泄 寺 潔 ＞ ＃ ○ 遡 ＃ ヾ 知 り ■ 卜 溺 誰 雪 消 望   

響 謎 ． 頭 醤 什 ♯ い 〔 リ ■ 斗 8 望 抽 選 浬 、 ∩ 斡   

朝 b   

口 出 泄 講 望 ＞ ＃ ○ 刃 ＃ ヾ 知 ≠ ト 遜 隷 望 料 潔   

響 粥 ． 諦 謡 置 描 茹 凋 朝 粥 函 砂 落 書 オ ∨ Ⅵ 1   

器 諷 些 望 開 脚 コ ∽ 冨 欄 ～ 一 ∽ 笥 欄 一 〇  へ V u   

－ サ ヾ 丁 － サ ヾ 丁 □ － u オ ♯ い 〔 1 ■ ヽ 8 溺   

袖 口 黙 ≠ ○ 諦 悲 置 適 職 砂 仲 卸 ○   

口 出 泄 講 望 ＞ ＃ 白 刃 ＃ 刃 ヽ u コ H て u  T □   

＝ u 知 養 鶏 溺 拙 望 開 潔 和 祐 バ ′ ヾ 封 ≠ ト 溺   

油 望 料 潔 世 淋 ○ 諒 鎧 オ ♯ H 〔 1 ■ ▲ 音 素 8 雪   

消 溺 隷 ． サ ヾ 丁 □ － u ヾ 封 Ⅷ ト 8 砧 遜 哺 描   

洋 芸 8 望 醤 遜 袖 口 群 朝 O H ≠ 議 什 こ 珊 歯 置   

僧 職 妙 仲 卸 ○   

昂 緬  （ 望 沖 洲 諏 ）   
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【 Ⅲ 桝 調 洲 粥 洪 沖 ＃ 】   

一 ▲ 」 －
   



（ 桝 河 ）    

一  望 拇 溺 沖 8 リ ■ － ベ   

「 ヽ V u － サ ヾ 丁 世 帯 露 語 8 付 ♯ D ⊂ Ⅷ ■ さ 革 芹 口 蓋 ヰ か 望 渕 東 面  【 ≠ 1 ベ 】 」   

欄 熟 一 u 欄 ロ ー 」 柴 罫 桝 彗 口 訪 〓 バ e ⊥ a p a コ 焙 昇 竜 駆 軸 仙 さ バ E 霹 ． e ⊥ a p a コ 佃 瓢   

半 画 N ≡ N 浄 化 円 訪 〓 バ 偉 功 帥 訓 算 雁 8 別 称 諒 蔀 跡 荊 サ ヾ T q － u ⊥ ∴ ＼ U 川 ご マ 讃   

熟 和 聖 u 什 「 謀 心 材 高 潮 鷺 洲 詩 仙 さ バ 柵 汁 0 巾 8 許 湘 ′ A D S 「 ヰ 「 ヨ エ 浄 化 M b p s   

u Ⅷ u も Y 二 さ や － サ ヾ 丁 林 部 ヰ ー 〔 封 畿 内 ＜ 準 翌 卜 頑 翠 璧 禦 ご T q － u 註 由   

知 肝 坤 口 恒 柑 例 月 冷 鈴 ヽ V u Ⅷ 什 蹄 ⊂ U U 討 か ○   

せ d 伊 ヽ ヾ u I サ ヾ 丁 8 甘 苛 露 悪 d 討 か D ＝ S せ 一 X 再 ヽ V u － サ ヾ 丁 砂 碗 8 両 替   

肩 口 汁 価 ＜ 智 噌 和 沖 一 粗 ヰ 拝 啓 汁 ⊂ 佃 欄 蹄 棚 卸 什 〓 沖 か 竜 ． 「 露 詐 竜 耕 せ 」  「 蔀 珊   

雑 件 昂 口 沖 両 ヰ 恕 哨 竜 由 無 画 」  「 割 茹 軸 閥 浮 8 丁 Ⅷ u ご 、 ヾ u ふ ご 厚 遇 」  「 封 寸 － Ⅷ   

空 こ ご 8 塁 聖 孟 壷 」 什 〓 ∪ 沖 芥 逆 印 判 「 バ 計 亡 ． 預 割 薄 謝 和 遜 〓 バ 荊 琴 辞   

林 可 卜 坤 ヰ か 〓 什 串 苛 瀬 戸 竪 琴 d 鱒 中   

郡 欄 白 鳳 竜 コ 諾 r  N 冒 ？ 欄 ご 〓 一 ‖ 確 切 口 一 u 妙 計 か D N S 旨 － 丁 ヰ ー ＞ 8 ひ 小 u 叶   

ロ ヰ ー 〔 封 帯 拍 淳 順 （ 旨 S ） 竜 洋 聾 一 ｝ 小 さ ． 巾 8 ひ 小 ↓ 嘲 潔 鷺 洲 霜 口 落 ㈹ 朴 雑 l 一 ｝   

か 浄 化 8 聖 嘱 望 琵 バ 〓 か D   

鍾 符 ． 固 丑 帥 珊 一 X d 料 藩 仙 さ か 丁 Ⅷ u ヽ ヾ u 和 知 バ 申 か 作 ノ  〓 8 蝉 欄 d 沖 淋 口   

許 汁 「 バ 訪 亡 ． 錯 〓 事 米 州 8 淵 藩 勒 仰 和 院 沖 バ 「 叩 ひ 〓 什 塗 訃 藩 仙 さ バ 〓 か ○   

蹄 計 替 J 国 富 出 欄 一 X 一 叫 沖 洲 ． 汁 覇 口 耕 せ 「 バ 計 ⊂ 一 瓢 此 岸 茹 d 汁 笹 森 髭 柵 竜 沖   

肺 「 神 前 砂 克 彦 白 一 X 口 訪 〓 バ 房 唖 恒 擢 和 罰 ひ 〓 什 再 刊 旦 窯 d 討 ⊂ ′ 闇 汁 蹄 聖 噌   

宅 油 肝 ヰ か 〓 什 再 描 森 口 課 ． ＜ 蹄 〓 ○   

〓 ひ 「 押 葉 肖 和 語 帥 沖 ． ヰ ヽ ＼ ｛ － 淳 憫 ヰ 丁 Ⅷ u ヽ ヾ u 8 荘 汁 ′ 汁 謳 苅 岩 柵 口 茸 沖   

ひ か 一 湘 蔀 跡 荊 割 ヾ 丁 ヾ － u ヽ V u Ⅷ 伸 蔀 牌 ヰ か 拝 啓 口 ． D Z S ヰ ー ＼ ｛ 8 訓 苅 葡 詩 ．   

1 X 8  

蹄 訪 ． 桝 望 醤 笥 沖 桝 隋 さ か 円 伊 汁 ⊂ ．   

u  D ＝ S ヰ ー ＞ 8 訓 諭 癒 き 強 姦  【 親 臨 】   

口 ∪ 〓 バ 再 ． 茶 洪 紗 ＃ 口 跡 て ℃ 封 丁 〔 ヰ ー 〔 ゝ ゝ 孟 呼 止 「 ．   

ヽ 一 X 8 柵 軸 崗 遜 苅 苦 【 粥 儲 】   

u  望 醤 熟 湘 8 苅 備 持 前 隋 ． 紳 現 当 醤 ↓ ■ － べ 砂 碗 哺 娼 【 鞘 観 】   

一 r t U 〓 バ 再 ． 坤 ≠ 妙 ＃ d 討 か 弓 T U 川 い 〓 q － ヾ u V N 罪 洪 妙 ＃ 竜 芯 此 ヰ か 〓 什   

什 「 帥 ヰ 0   

㊥   

－ N －    



可  望 開 遜 沖 碗 萱    

可 － 一 望 開 講 恕 坂 垂    

【 勒 側 沖 ＃ 】   

【 芯 此 閑 臨 】 ‥ ヽ 一 X 8 柵 紬 崗 遜 苅 器   

u 望 開 熟 湘 8 蒲 備 詩 誌 隋 ．   

如 卜 扁 ヨ 甲 Ⅷ ■ － 刃 砂 漠 哺 崩   

【 粟 島 沖 ＃ Ⅲ 桝 て ヾ 封 丁 ⊂ ヰ 一 代 封 】   

u  哺 闇 夜 堂   

可 － N  哺 嬉 碗 彗 知 見 此 料 雪 消 遜 沖 1 ■ － ペ ロ 訪 一 ｝ か 雪 消 溺 神 講 闇 夜 彗    

※ 桝 望 開 溺 神 朴 隋 5 か 円 伊 汁 ⊂ ． J 州 m 8 対 ロ 望 滑 u で ｛ ヽ ヰ 什 r バ   

謹 錮 ㍍ 齢 餌 付 … ㍑ 。 l ■ ■ ■   

－ 〕 0 0 －    
【 箇 此 親 臨 】 ‥ Ⅵ 日 日 S ヰ ー 、 イ 8 訓 両 茄 声 帯 寄   
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【 N ∃ 〕 川 U ＝ す － ヾ u V 兄 弟 純 粋 ＃ 】   

認 知 ・ 薄 轟 （ 轟 由 ）   

＼ T l   

＼ 、 て    

－ A 」 －   

常 軌 の 甘 藻 淋 固 軒 汁 佃 汁 亜 蔀 H 昭 司   

消 費 州 側 諒 蔀 H 傭 柵 洋 魂 什 射 前 部 避   

倒 淋 0 刃 欄 ノ Ⅱ 観 照 前 岡 州 軸 （ 罪 ） ＞ ＃   

（ 吟 ＃ 帝 ． Z ↓ ↓ ∪ 川 い ＝ 寸 － ヾ 叫 ヾ 九   

（ 罪 ） ） 0 － × 口 訪 【 ヰ か 盟 掛 淋 薄 珊 浮 相 識 J   

汁 詳 ． 減 封 再 吟 辞 － × 淋 認 d 伊 か d ” x － 訂   

茄 聯 ・ 瞞 遜 〔 詫 咄 ○   

通 告 空 欄 沖 洲 描 選 》 傭 濯 H 傭 尊 劇 如   

H 傭 薯 倒 淋 〇 ． 司 割 出 桝 調 両 脚 州 抑 （ 罪 ）   

蔀 鱒 野 草 甲 汗 ふ 威 論 議 頭 － 漂 泊 認   

＞ 潔 0 茫 淋 A ↓ M 聞 入 － 封 什 「 汁 訂 剥 荘   

園 雨 読 一 〓 計 【 ヰ か 、 ｛ － u ⊥ ご テ 、 G 古 画 如   

半 淋 一 ‖ 溺 ヰ か 望 沖 冠 沖 〔 常 ≠ 〇 一 冨 ∽ 欄   

ご 皿 汁 亡 ． 圃 ＃ 帥 冒 深 馴 淋 桝 醤 サ ヾ 丁 □   

－ u 苗 砂 苅 罫 オ ∨ 竺 ‖ バ ． 跡 ▲ 別 添 離 8   

盟 脚 ． 古 回 蒋 音 詩 苅 詳 一 等 諸 口 詫 咄 ○   

這 写 『 忘 Z ］ ∪ 川 い ＝ 寸 － ヾ 叫 ヾ 九 ・ サ   

ヾ 丁 □ － u 側 湘 軍 ‖ バ ． 薄 味 扁 サ 早 口   

－ u 8 茄 些 ‖ 詳 馴 「 M P r S ＼ G 宅 P r   

S 聞 入 － 封 什 「 汁 一 手 ≠ ヰ 一 代 封 選 一 ‖ 溺   

ヰ か 薄 型 ． ヰ ー 几 封 霊 神 符 常 ≠ 〇 一 冨 0   

欄 【 ［ － C ［ 側 芽 渦 蟄 加 棚 卸 0 － m l C m 妙 卿 0   

扇 営 の 0 欄  叫 E 催 涙 汁 圃 劉 圃 巾 H 傭   

南 什 如 調 前 南 ↓ ○ 司 割 出 桝 調 前 脚 錮 抑 ＞   

＃ O H S D N 8 ヰ ー 几 封 溺 沖 口 課 咄 ○ 埜 薄   

恥 仙 哺 8 A － C （ A s 訂 【 S D Z C O u ⊃ C ≡ 8 ゝ ∨   

、 ｛ 什 「 ｛ 溺 押 掛 卜 回 ） － S D Z 8 苅 漂 都   

粁 〔 洲 勢 0 － S P 卦 ■ ヰ 訓 淋 、 ぞ u 弐 － ∨ ヰ   

一 代 封 8 溺 沖 〔 常 ≠ 0 帯 向 菰 〓 ロ 落 藤 珊   

－ P d 前 駆 ヰ か 泄 司 淋 蹄 障 代 珊 跡 「 バ ．   

組 側 M P r S 聞 入 － 封 什 「 迂 P T Ⅷ u ヾ ヾ u   

珊 崗 h 〃 労 確 言 8 ヽ V u Ⅷ 珊 茄 聖 － 諜 聯 O   

N ． ］ 汁 ≠ 雪 害 瓢 d d 訂 － 訂 8 揃 遜 一 ‖ 謀   

朝 ○   

串 簡 ・ 望 拇 湘 淋   



打 曲 ． 甘 東   潔 融 ・ 薄 轟 （ 轟 的 ）   

－ 鼎 0 0 ー    

個 詠 一 怠 ［ 敵 組 脚 陛 汁 傭 汁 傭 需 用   

湘 ・ ゝ 刊 ヽ 句 望 沖 草 議 什 割 避 粥 苗 南   

↓ 0 』 甘 ． Z ↓ ↓ ∪ 川 い ＝ す － ぐ 山 ∨ れ ン   

＃ 0 回 ＃ 、 ウ ヾ u 弐 － V 8 蔀 淋 ・ 崗 遜 〔 詫   

朝 0   

欄 熟 ； 欄 せ 》 汁 悩 描 H 憫 彗 譲 鎧 H 咄   

声 憎 ○  国 劇 ． □ 桝 捌 前 脚 甜 菜 鶉 砂 ＃   

ン ＃ 0  個 熟 岩 欄 曽 伊 欄 熟 一 の 欄 茹 耐   

仲 d ． 〇 C ＝ 8 芸 緬 遜 ＼ 蕗 淋 ＼ 鮎 半 ＼ 溺 翔   

一 ‖ 謀 ≠ 0 欄 熟 一 N 欄 汁 亡 一 R R （ ； t e 「 コ e t   

R O U t i コ g  R e g i s t r y ）  口 冠 ヰ か 盟 臓 壷   

滑 遜 袖 口 謀 判 （ 」 P ≡ C 一 R R 怜 回 新 和 加   

F 山 灘 榔 帥 帥 ） ○  欄 熟 一 † 珂 汁 ⊂  泣 虫   

冨 ・ 達 鮒 冨 鈴 与 u 7 て 封 ． A S 馴 側 8   

植 野 哺 崩 一 〓 翠 ヰ 中 型 問 寧 神 戸 甲 卿   

個 熟 一 口 欄 射 帥 汁 傭 茸 薄 ＃ 砂 場 彗   

憎 ○  国 劇 ． □ 餅 幽 諦 捌 誹 （ 罪 ）  ン ＃   

（ 吟 ＃ 諜 ． 弓 」 u 川 い ＝ す － ヾ u V 兄   

（ 莱 ）  ）  ㌢ 弾 ○  凶 荒 和 恵 油 魂 占 丁 □   

－ u ヾ 封 り ■ 卜 茄 榔 溺 椒 腑 耕 一 ‖ 試 咄 0   

冠 着 岩 舟 曲 叶 細 H 腑 汁 亜 ． 朗 ≠ H 爛   

華  憎 ○  国 劇 ． □ 餅 捌 荊 調 訓 （ 罪 ）   

ン ＃ （ ヰ ＃ 醇 ． 弓 」 u 川 レ ＝ す － ヾ u   

V 刈 （ 罪 ）  ）  ン ＃ ○  劃 罫 諦 陳 謝 蔀 硲   

鮎 ・ 蔀 祁 ． 宮 ン 曲 法 u J ⊥ 、 や ヾ － Ⅵ   

し 丁 8 遜 淵 腑 認 ． 茄 古 河 罫 ヾ 封 Ⅷ 卜 8   

遜 神 腑 耕 一 ‖ 謀 馴 0   

個 詠 一 一 個  珊 帥 諦 某 革 傭 苅 寄 汁 傭 蘇   

汁 傭  諒 ≠ 印 丑 傭 望 聞 草  承 什 剖 避 射 前   

南 ↓ 0 』 欄 ． Z ． ］ ∪ 川 い ＝ す － ヾ 山 ∨ れ   

ン ＃ ○ ロ l X ⊥ m Z ↓ ↓ C O ∃ 汁 伸 男 托 し 丁 苦 独   

8 蕗 溜 ・ 偏 重 ‖ 詫 ≠ 0 鮎 汁 Z ∃ 山 川 い ＝   

す － ヾ 山 ∨ 沌 8 ． 浴 任 詩 ヽ V U Ⅷ ≠ ′ ヾ T J   

－ 望 ‖ 溺 ヰ か 苅 芳 墨 掛 口 謀 ≠ ○   

罫 細 ・ 雪 消 湘 茄   



河 曲 ． 鼎 部   

認 知 ・ 対 義  （ 轟 的 ）   

A り ー    

欄 熟 〓 稲 畑 武 辺 汁 傭 汁 朝 霧  描 H 傭   

望 紺 逆 劇 画 H 職 制 淳  南 ↓ ． 回 欄 Z ． ］   

∪ 川 い ＝ す － ヾ 叫 ヾ 九 （ ＃ ） ～ ＞ ＃ ○ 【 P ＜ の   

餌 七 丁 □ － 劃 V q 耕 育 男 沖 ． 河 毛 【 P ＜ の 嶋   

津 両 群 一 ‖ 丑 一 斗 汁 淋 肖 望 沖 一 ‖ 謀 判 ○   

欄 熟 仙 骨 軌 引 離 陛 汁 傭 繭 H 傭 曽 哺 臆   

H 悩 軍 側 ． 刃 鼎 ． ℡ 桝 調 ▲ 叫 圃 副 （ 諜 ） ＞   

＃ （ 冷 ＃ 蘇 ． N ↓ ↓ ∪ 川 い ＝ 寸 － ヾ 山 ∨ 九   

（ 菜 ） ） ＞ ＃ 0 鵬 ≠ 愴 q 8 糾 問 堂 鞘 遜 苅   

苛 〔 溺 ヰ か 望 沖 溺 頴 ′ い 几 小 骨 刃 サ ヾ 丁   

］ － ＼ 「 一 肘 ∵ 」 ヾ 卜 し ∴ ∵ 」 ｝ ト エ バ ∴   

q T － ヾ u ヾ 腑 認 ． R ¶ － ロ こ P く 品 芯 濾 〒   

汁 q Ⅷ ヾ T u 斗 － 卜 怜 固 ・ 溺 鞭 ． 」 G N N （ 皇   

寸 、 ∧ ∨ 概 観 几 ヾ 丁 餌 ヾ 丁 □ － u ） 耗 掘 〔 洋   

≠   

韻 書 の N 欄 詩 鮮 崗 外 側 H 傭 賛 圃 抑 H 悩   

華 朝 ． 国 甘 口 新 調 苅 圃 洲 抑 ＃ 純 粋 ＃   

（ Z ． ］ ） ＞ ＃ 0 都 岡 跡 前 8 苅 苛 溺 隷 ． ヾ   

刃 叫 卜 蔀 淋 〔 詫 ≠ 〇 一 冨 思 想 翠 薄 味 ） 恕   

評 注 丑 0 調 洛 師 滴 淋 淋 一 ‖ 詫 ≠ L g g 0 0 欄   

Z ↓ ± ‖ 赫 蔀 0 欄 熟 〓 欄 Z ∃ 胡 薪 〔 幕   

「 ／ Z ↓ ↓ ∪ 叩 い ＝ ヾ － ヾ 山 ∨ 叫 菜 純 粋 ＃   

符 節 謂 匂 ぃ 几 ♯ u 封 サ ヾ 丁 □ － u 苅 茸 ノ   

調 ≠ u q 8 訓 紬 堂 輔 遜 苅 苛 〔 蛮 ヰ か 望   

押 溺 抽 ノ ー 几 小 骨 刃 サ ヾ 丁 □ － u 耕 声   

調 ≠ せ 寸 胴 桝 遜 「 ノ 汁 u Ⅷ ヾ T u 斗 － 卜   

怜 固 ・ 溺 沖 ノ ヾ 刃 叫 卜 ヽ ∨ 坤 q T － ヾ 山   

ヾ 淋 耕 一 ‖ 斡 倒 0 調 ≠ 諒 薔 跡 前 側 砂 肝   

恥 0   

欄 熟 一 ∽ 欄 軸 諦 淋 伊 井 傭 瀾 H 傭 彗 ヾ 封   

り ■ ト Ⅷ J T 、 V H 職 掌 欄 粥 ． 国 劇 N ∃   

∪ 川 H 〓 ヾ － ヾ 山 ∨ 封 （ 第 一 ノ ＞ ＃ O   

R 〓 D 竃 漸 苅 寄 藩 掛 軸 蔀 藻 湘 ． 」 G ≡ 一   

一 ℃ 寸 ＼ パ ∨ 壮 観 几 ヾ 丁 サ ヾ 丁 □ － u ）   

義 滞 粥 粥 t ‖ 課 馴 ○   

罫 庸 ・ 望 沖 洲 罫   



知 的 ． 馴 鹿   激 論 ・ 対 義 （ 畢 讐   

－ い （ － －    

個 熟 一 山 欄 滑 河 諦 基 逆 憎 謀 苦 汁 傭 蔀   
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7 研究開発体制  

7－1研究推進体制  

本提案は、1社による研究体制とする。  

【実証実験共同実施社（アドバイザー）】  

大手クレジットカード会社J  
（株）日立製作所   

大手都市銀行U  

携帯電話通信事業者（NTTドコモ殿等）   

大手クレジットカード会社、大手都市銀行、携帯電話通信事業者（NTTドコモ  

殿等）が本研究開発に賛同しており連携して遂行する。具体的には、課題ア、イの  
取り組みに対する意見抽出および課題りでの実験環境提供、共同実験、ソリュー  

ション展開を行う予定であり、本案件の成果の社会普及、利用促進の協力をいた  
だく。  
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7－2 管理体制および当該研究開発テーマにおける研究開発体制   

ア 管理体制  

Ibリリ主－シ畠ン統括本部スマートカードコンサルティげ部担当部長  

システム開発研究所第7郡部長  

研修員  主任研究．員   

■■■   ＝＝   ■   ∴  

システム開発研究所主管研究長兼セキュリティ基盤技術研究センタセンタ長  

※1：本研究開発の全体取り纏め責任者■  

一71－   



7－4 研究者氏名  

略歴（研究実績）  所属・役職（職名）   

1984年東京理科大学大学  

院修了。同年（株）日立製作  

所システム開発研究所に  
入社。離散事象システムの  
研究に従事。1996年より新  
金融システム推進本部に  

て金融関係のICカードに  

関する研究開発に従事。  
2002年より現職場にて、IC  
カード応用システムに関  

する研究開発に従事。  

1990年東北大学大学院修  
了。同年（株）日立製作所家  

電研究所に入社。映像記録  
端末および決済端末の研  

究に従事。2001年より新金  
融システム推進本部にて  

金融関係のICカードに関  

する研究開発に従事。2002  
年より現職場にて、ICカー  
ド応用の社員証システム  

等に関する研究開発に従  

事。  

1989年立教大学卒業。同年  
（株）日立家電に入社、1995  

年4月、日立家電との合併  

に伴い（株）日立製作所家  

電・情報メディア事業本部  
に転属。1999年4月より新  
金融システム推進本部員  

を兼務し、消費者向け端末  
の研究・開発・拡販に従事。  
2001年より新金融システ  

ム推進本部にて決済関係  
のICカードに関する研究  

開発に従事。2002年より現  
職場にて、ICカード応用の  

端末に関する研究開発に  

従事。  
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2000年東京工業大学大学  

院修了。同年（株）新金融シ  

ステム推進本部、決済関係  
のICカードに関する研究  

開発に従事。2002年より現  
職場にて、ICカード応用の  
社員証システムに関する  
研究開発に従事。  

2000年電気通信大学大学  

院修士課程終了。同年（株）  

日立製作所に入社。同社I  
Dソリューション開発部  
に勤務。ICカード向けアプ  
リケーション開発に従事。  

1974年早稲田大学理工学  

部卒業。同年（株）日立製作  

所に入社。同社ソフトウェ  
ア工場に勤務し、産業系5E  

業務に従事。1987年よりシ  
ステム企画業務に従事。  
1998－2001年日立コンピ  

ュータプロダクツアメリ  
カ出向。2002年よりユビキ  
タスソリューション本部  
（現IDソリュナション  

統括本部）1にてモバイルコ  
マースセキュリティ技術  

開発に従事。  

1981年 慶應義塾大学理  
工学部管理工学科卒業。同  

年（抹）日立製作所に入社。  

同社ソフトウェア工場に  

勤務しSE業務に従事。業  
務改革コンサルティング、  

ICカードコンサルティン  
グ、トレーサビリティ事業  

推進等を経、2004年より現  
職場にてモバイルコマー  

スセキュリティ技術開発  

に従事。  
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1991年工学院大学工学部  
電子工学科情報工学コー  

ス卒業。同年（株）日立製作  

所に入社。同社ビジネス開  

発センタに勤務し、ソフト  

ウェア生産性向上技術の  

開発に従事。1999年より  
ICカードシステムビジネ  

ス推進およびID証シス  
テム導入・運用業務設計コ  

ンサルティングに従事。現  

在、ICカード活用セキュt」  
ティソリューションビジ  

ネス推進に従事。  

1991年産能大学経営情報  

学部卒業。同年（株）日立製  

作所に入社。同社ビジネス  

開発センタに勤務し、金融  
系SE業務に従事。1998年  
よりICカードシステムビ  
ジネス推進およびID証  
システム導入・運用業務設  
計コンサルティングに従  

事。現在モバイルコマース  

セキュt」ティ技術開発に  
従事。  

2003年日本大学大学院理  
工学研究科電気工学専攻  

卒業。同年（株）日立製作所  

に入社。同社IDソリュー  

ション統括本部勤務。モバ  
イルコマースセキュリテ  

イ技術開発に従事。  

情報セキュリティ技術の  
研究開発、ネットワークシ  
ステムの準用管理技術の  

研究開発に従事。  
情報処理学会会員。  
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1991年横浜国立大学電子  

情報工学科卒業。同年（株）  

日立製作所に入社。同社シ  

ステム開発研究所勤務。情  

報セキュリティ技術の研  

究開発に従事。情報処理学  
会員。1996年情報処理学会  
第52回全国大会優秀賞、  
平成12年度山下記念研究  

。  

1996年早稲田大学大学院r  
理工学研究科修士課程修  

了。同年（株）日立製作所  
に入社。同社システム開発  

研究所勤務。兼早稲田大学  

大学院理工学研究科博士  
後期過程在籍。情報セキュ  
リティ技術，モバイルセキ  

ユリティ技術、ユビキタス  
セキュリティ技術の研究  

開発に従事。情報処理学  

会員。  

2003年京都大学大学院情  

報学研究科修士課程修了。  
同年（株）日立製作所入社。  

情報セキュリティ技術，ユ  
ピキタスセキュリティ技  

術の研究開発に従事。  
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1977年東京工業大学大学  

院修士課程修了。同年、日  
立製作所入社、システム開  

発研究所に配属。以降、シ  

ステム安全性の研究に従  
事し、このテーマで、1986  

年、東京大学より工学博士  
号取得。その後、衛星放送  

暗号方式、楕円曲線暗号、  
その他、情報セキュリティ  
技術の研究開発に従事。  
ISO／IECSC27（セキュt」テ  

イ）専門委貞会委員長など  
を兼務。著書は、ファイア  

ウォール（昭晃堂）、イン  
ターネットセキュリティ  
（オーム社）など  

1997年東京工業大学総合 理工学研究科博士課程後  

期修了。博士（工学）。同  
年（株）日立製作所に入社。  

同社システム開発研究所  

勤務。バイオメトリクス技  
術および利用者認証シス  

テムの研究開発に従事。  
ISO／IECJTCISC37国内専  

門委員、同SC27専門委貞  
会オブザーバ。情報処理学  

会員。電子情報通信学会  

貞。  
2002年東京大学大学院総  

合文化研究科広域科学専  
攻修士課程修了。同年  

（株）日立製作所に入社。  

同社システム開発研究所  
勤務。バイオメトリクス技  
術および利用者認証シス  

テムの研究開発に従事。  
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1996年九州大学大学院数  

理学研究科博士前期課程  
修了。博士（工学）。1998  

年（株）日立製作所入社。  

同社システム開発研究所  

勤務。暗号理論、情報セキ  
ユリティ技術の研究に従  

事。耐タンパ技術に関する  

論文に対して情報処理学  

会平成15年度論文賞を受  

賞。電子情報通信学会、情  
報処理学会、日本数学会、  

応用数理学会各会員。  

1997年東京工業大学大学  

院修士課程終了。同年（株）  

日立製作所に入社。情報セ  
キュリティ技術の研究開  

■  発に従事。情報処理学会会  

員。  
2004年東京工業大学大学  

院理工学研究科数学専攻  

JL／  修士課程修了。－同社システ  

ム開発研究所勤務。情報セ  
キュリティ技術の研究開  
発に従事。  
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7 研究開発体制  

7－1研究推進体制  
一社にて提案するため省略いたします。  

7－2管理体制及び当該研究開発テーマにおける研究開発推進体制  

ア 管理体制  
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7－3 研究者氏名  

略歴（研究実績）  

早稲田大学理工学部卒業   
1979年三菱電機入社  

画像圧縮・伝送技術の研究開発に従事  
TAO委託研究「デジタル放送用HDTV高圧縮技術に  

関する研究由発」において三菱電機の代表者とし  
て、研究管理を実施（2000年度～2002年度J  

電子情報通信学会会員  
横浜国立大学博士前期課程了   
1987年三菱電機入社  

画像圧縮・伝送技術の研究開発に従事  
電子情報通信学会会員  

l！主ょ     ≡ lコ      心子修士課程修了、  

1989年三菱電機入社  

ユーサ◆インタフェース、画像圧縮・伝送技術の研究開発に  
従事、情報処理会会員   

成撰大学修士課程修了  
1991年三菱電機入社  

デジタル映像符号化伝送技術の研究開発に従事、  
映像情報メディア学会会員  

中央大学卒業1990年＝菱電機入社   

LSl設計技術・画像圧縮技術の研究開発に従事  

電子情報通信学会会員  

東北大学修士課程修了   
1994年三菱電機入社、  

画像圧縮・伝送技術の研究開発に従事  

【‾ －－  ＿ ；：＝＝ ‾      子羊冗 刑期課程修了、  

2002年三菱電機入社  

画像圧縮の研究開発に従事  
電子情報通信学会会員   
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略歴（研究実績）  

桐蔭学園高専卒、1984年三菱電機入社   

デジタル映像符号化伝送技術の研究開発に従事  
映像情報メディア学会会員  

・、真  一慧太   
1987年三菱電機入社  

デジタル映像符号化伝送技術の研究開発に従事  
映像情報メディア学会会員  

東京大学修士課程修了、   
1990年三菱電機入社  

デジタル映像符号化伝送技術の研究開発に従事  
電子情報通信学会会員  

慶應義塾大学卒業、   
1991年三菱電機入社  

デジタル映像符号化伝送技術の研究開発に従事  
映像情報メディア学会会員   

占皆目Hこ＿L∴  lコ     大阪大子修士課程修了、  

1998年三菱電機入社  

画像符号化装置に関する研究開発に従事  
映像情報メディア学会会員  

毒損トJ＿占≧■    三 Ⅰコ   

1998年三菱電機入社  

画像符号化装置に関する研究開発に従事   

慶應技術大学修士課程修了、  
1985年三菱電機入社、  

システムLSl設計技術開発に従事  

電子情報通信学会、映像情報メディア学 

東京理科大学学部卒、   
1987年三菱電機入社  

システムLSl設計技術開発に従事   
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7 研究開発体制   
7－1研究推進体制   
本研究開発の推進は1社単独による研究体制で実施する。よって、研究のとりまとめ、  
研究管理といった幹事会社の役割も同社が担うこととする。  

7－2 管理体制及び当該研究開発テーマにおける研究開発推進体制  

ア 管理体制  

イ 当該研究開発テーマにおける研究開発体制  
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7－3 研究者氏名  
氏名、所属、役職および研究実績等を記入して下さい。  

所属・役職（職名）  略歴（研究実績）  

入社以来、研究所にてテレビジョン伝  

送方式の研究開発、動画像の高能率符  
号化方式の研究に従事   

入社以来、研究所にてテレビ会議・電  

話システムの研究開発、動画像の高能  

率符号化方式の研究に従事   

入社以来、研究所にてTV信号の高能  
率符号化方式、TV信号変換方式の研  
究に従事   

入社以来、研究所にてHDTV動画像の  
伝送方式、高能率符号化方式の研究に  

従事   

入社以来、研究所にて主に高精細静止  
画像の高能率符号化方式の研究に従  

事   

入社以来、研究所にて主に多視点動画  
像の高能率符号化方式の研究に従事  

入社以来、研究所にて主に動画像の高  

能率符号化方式、品質評価方式の研究  
に従事   

入社以来、研究所にて多視点動画像の  
高能率符号化方式の研究に従事  
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7 研究開発体制  

7－1研究推進体制  

当該研究は、以下のとおり早稲田大学にて実施する。なお、フィールド実験等において  

は、工学院大学および学習院女子大学および非営利活動法人高度情報通信推進協議会研究  

開発事業Gにも協力をいただく。  

幹事会社：早稲田大学  

し＿＿＿＿   

（実験協力団体）  

－－－一書二享車重奉草≒1  

一－－－－＝－ セ重責章奉章二＝＝去  
l‾‾‾‾‾‾‾‾■‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾■‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾  

L＝－－－－－－り巨営利活動法人高度情報通信推進協議会  
l＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿   

7－2 管理体制及び当該研究開発テーマにおける研究開発推進体制   

ア 管理体制  

＊労務費の支払いな  
い研究貞   

一14  



7－3 研究者氏名  
〔氏名、所属、役職および研究実績等を記入して下さい。〕  

略歴（研究実績）  所属・役職（職名）   

1970年群馬大学大学院修士課程了  

1970年日本電信電話公社入社電気通  

信研究所  

1996年早稲田大学理工学総合研究セ  

ンター教授  

1998年早稲田大学国際情報通信研究  

センター教授  

2000年早稲田大学大学院国際情報通  

信研究科教授  

主に画像通信方式、テレマテイクス、  

情報通信システム、光無線通信応用  

システム、モバイルネットワーク、  

モバイルマルチメディア等の研究に  

従事   

1973年沖電気工業通信システム研  

究所  

1gg2年米国広帯域CDMA方式の標準  

化mA，Tl委員会】  

1995年新潟工科大学教授  

2000年早稲田大学国際情報通信研  

究センター客異教授  

早稲田大学国際情報通信研究センタ  

ー客員教授  

2004年 早稲田大学大学院国際情報  

通信研究科教授  

主にマイクロ波無線装置の開発、セ  

ルラー通信装置、システムの開発、  

セルラー高速データ通信方式の開  

発、国際標準化、ディジタルセル  
ラーデータ通信方式の米国標準化  

（T［A）、広帯域OFDM－CDMA方式の研  

究に従事  

1974年京都大学大学院博士課程了  

－15－   



1974年日本電信電話公社入社武蔵野  

電気通信研究所  

1997年工学院大学工学部電子工学科  

教授  

2000年早稲田大学国際情報通信研究  

センター客員教授  

主に、加入者系光ファイバ伝送シス  

テム、画像伝送システム、IS DN、  

広帯域1S DN、ATM、サービス  

品質研究に従事   

1991年 日本大学理工学部電気工学  

科卒  
光空間通信装置およびその応用技術  

の研究開発に従事  
光無線通信システム推進協議会  

（ICSA）レーザ／LED安全WGリーダー  

電子情報通信学会会員  

1972年上智大学大学院理工学部電  

子電気工学研究科終了  
光空間通信装置の研究開発に従事  
光無線通信システム推進協議会技術  
部会部会長  
電子情報通信学会会員  

1982年新潟大学卒  

スペクトラム拡散通信の研究  

光無線LANシステム、光伝送装置の研  

東関発に従事  

2002年TAO委託額究「屋外光無線回  

線品質向上に関する研究」の主任研  

究員  

20P2－03年ICSA光伝搬特性調査研究  

WGリーダー  

電子情報通信学会会員  

1979年静岡大学工学部情報工学科  
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田 ■1‾  

超高速受光デバイスの研究開発  

光通信及び光無綽通信に関する研究  
開発に従事  

1998年一丁AO浜松RC研究フェロー  

1999年－「学校INJPJに従事  

lCSA屋外光無線WGリーダー  

映像情報メディア学会会員  

1968年東京大学大学院工学系研究  

科電気工学専門課程博士修了、工博  

1986年東京大学工学部教授  

1999年学術情報センターシステ  

ム研究系教授／東京大学名誉教授  

2000年国立情報学研究所情報メデ  

イア研究系教授  

2004年中央大学理工学部電気  

電子情報通信工学科教授  

］TS、無線LAN、光無線通信、FTTH  

等通信関連の研究を行うと共に放  

送政策（規制の緩和、通信と放送の  

融合）の研究も行っている。  通信分野においては、移動体通信、  
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1 研究開発のテ⊥マ  

「超高速ギガビット無線LANの研究開発」  

ア ミリ波通信におけるアンテナ技術、フェージング対策技術等に関する研究  

アー1 超高速無線方式に関する研究（ATR）   

．アー2 可変指向性アンテナに関する研究（ATR）  

アー3 無線セキュリティに関する研究（ATR）  

イ ミリ波通信における超高速変復調方式およびメディアアクセス制御方式の検証・研究  

イー1 ミリ波通信における超高速変復調方式の研究（富士通）  

イー2 ミリ波通信におけるメディアアクセス制御方式の検証・研究（沖電気）  

ウ 実用化に向けた総合実証実験の実施（ATR）  

（3社合同、ミリ波回路・デバイスは富士通）  

上記課題に関する事項を、担当する各社で分担する。とりまとめはATRが行う。  

エ 研究テーマ全体管理（ATR）  

2 研究開発目標  

2－1 最終目標（平成21年3月末）  

「超高速ギガビット無線LANの研究開発」   

（l）最大伝送速度3G bps以上が物理層で得られる無線LArJシステムの  

設計が完了していること。   

（2）室内環境において、同一方式による他の無線LANシステムと共存で  

きること。   

（3】上記シネテムの実現性が実証実験により証明されること。   

（4）端末局にあっては、商品化・量産時に、携帯可能な装置として実現可  

能な回路規模および消費電力を達成できる見通しが得られているこ  

と   

（5）研究終了後3年以内に、民生機器として現実的な装置規模、製造コス  

トにより商品化できる技術的見通しが得られていること。  

ア ミリ波通信におけるアンテナ技術、フェージング対策技術等に関する研究  
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7 研究開発体制  

7－1研究推進体制  

（槻国際電気通信基礎技術研究所   

㈱国際電気通信基礎技術研究所  富士通㈱・  

沖電気工業（槻   

（幹事会社）   
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7－2 管理体制及び当該研究開発テーマにおける研究開発推進体制  

㈱国際電気通信基礎技術研究所  

ア 管理体制  
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イ 当該研究開発テーマにおける研究開発体制  

課題アー1  
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富士通㈱  

ア 管理体制  
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沖電気工業㈱  

ア 管理体制  
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沖電気工業㈱  
イ 当該研究開発テーマにおける研究開発体制  

先端無線システム  

チーム  
チームリーダ  
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7－3 研究者氏名   

㈱国際電気通信基礎技術研尭所  

略歴（研究実績）  

昭43東北大t工・電子卒。昭  

45東北大大学院修士課程終了．  

同年郵政省電波研究所（現，独  

立行政法人情報通信研究機構）  

入所．周波数・時間精密測定，  

超伝導空洞安定化発振器，ミリ  

波帯材料測定の研究に従事．平  

8ATR環境適応通信研牢所社  

長．平13ATR適応コミュニケー  

ション研究所所長。平16ATR波  

動工学研究所所長。平2科学技  

術庁長官賞（研究功績者）受賞．  

工博．  

昭58阪大大学院博士課程了．  
NTTにて衛星搭載GaAsMMICの設  

計を担当．現在，ATRにてアナ  

ログスマートアンテナの研究  

に従事．昭61篠原賞．平10  

JapanMicrowavePrize受賞．  

共著「モノリシックマイクロ波  

集痍回路」1997年信学会．工博．  

lEEEMTT－SJapanChapterVice  

Chair．URSl電波研連C分科会  

長．1EEEFe［low．  

昭60東工大・工・電気電子卒．  

昭62同大大学院修士課程了．  

同年九州松下電器（株）（規，  
パナソニックコミュニケーシ  

ヨンズ）入社．PHS基地局，デ  

ジクルコードレス電話機の開  

発研究に従事．この間，平9九  

工大大学院情報工学研究科  

博士後期課程了．平13九州産業  

大・工・電気助教授．平16ATR  

波動工学研究所主任研究員．博  
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士（情報工学）．移動通信シス  

テム，アンテナシステムの研究  

に従事．電子情報通信学会 
，  

lEEE会員．  

昭60早大・理工・物理卒．昭  

62東工大大学院理工学研究科  

応物修士課程了．同年郵政省電  

波研究所（現，独立行政法人情  

報通信研究機構）入所．アンテ  

ナ近傍界測定，超伝導アンテ  

ナ，スロットアレーアンテナ，  

衛星通信の研究に従事．平12  

（株）ATR環境適応通信研究所  

（現，ATR波動工学研究所）に  

出向．無線アドホックネットワ  

ーク，アダプティブアレーアン  

テナ，エスパアンテナの研究開  

発に従事．  

平3関西大t工・電子卒．同年  

三菱電機（株）入社．以来，官公  

庁向無線通信システムの開発  

設計に従事．現在ATR波動工学  

研究所研究員．無線アドホック  

ネットワーク，アダプティブア  

レーアンテナの研究開発に従  

昭62京大大学院修士課程了．  

ATR光電波通信研究所にて光衛  

星間通信技術の研究開発に従  

事．ATR環境適応通信研究所に  

てマイクロ波フォトニクス技  

術の研究開発に従事．共著「光  

卒．三菱電機【株）入社．航空機  

搭載レーダシステムの設計・開  

発，ミリ波車車間通信の研究に  

従事．同社先端技術総合研究所  

主席研究員．平14ATR適応コ  

ミュニケーション研究所へ出  
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向．無線アドホックネットワー  

クの研究に従事．電子情報通信  

．  

昭55京都大学大学院修士課程  

了．国際電信電話（現KDDl）に  

て希土類鉄系光磁気ディスク  

記録媒体の開発を担当．現在，  

ÅTRにて無線アドホックネット  

ワークの研究に従事．昭和62  

年科学技術庁注目発明選定証  

受賞．平成6年日本発明協会内  
闇総理大臣賞受賞，平成12年  

THEELECTRONICSLETTERS  

PREMJUMAWARD受賞．工博．  

平14電気通信大学大学院修士  

課程修了，同年（株）村田製作所  

入社．同年10月よリATR適応  
コミュニケーション研究所に  

出向，アナログスマートアンテ  

JnstituteofTechnolog 

博士課程了．平14NCR／AT＆T  

GFoballnformatiohSolutions  
にてテレコミュニケーション  
マネージメントネットワーク  

システムのソフトウェアソリ  

ユーションに従事．平9E丁目  

Communication Technology  

Lab．にて研究助手を務める．  

平14ATRにて無線コミュニケー  

ションシステムの信号処理，信  

号探知，探知理論、アドホック  
ネットワークの適応ビーム形  

2修士課程了．平15ATRにてエ  

スパアンテナを主としたアダ  

プティプアレイアンテナ，デジ  

タル処理の研究に従事．  
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平6名大大学院修士了．同年KDD  

（現KDDり入社．山口衛星通信  

所を経て同社研究所．平10ÅTR  

環境適応通信研究所に出向．平  

13仏ENSICÅにて  
Post－doctorar Research  

Fel】ow．平14デンマーク  

PCOM：］3社にてProject  

Manager．平15より東京農工大  

学肋教授．アレー信号処理，移  

動体通信の研究に従事．平12  

電子情報通信学会学術奨励賞，  

IEEE－APSJapanChapterYoung  

EngjneerAward受賞．＝博．1EEE  

．  

平3北海道大学大学院理学研究  
科修士課程了．NTTにてサブキ  

ヤリア光伝送技術を適用した  

無線システムの研究開発を坦  
当．現在，ATRにて電波到来方  

向推定技術の応用研究に従事 

平6大阪府大・工・電気卒．平  

8同大大学院修士課程了．同年  

三洋電機入社．PHS基地局ソフ  

トウェアの設計開発を担当．硯  

在，ÅTR波動工学研究所にて無  

線アドホックネットワーク，ア  

ダブティプアレーアンテナの  

研究開発に従事．平14本学学  

術奨励賞受賞．1EEE会員．  

平13フランスグランドゼコー  

ルナショナル大ENSSAT  
Degree（修士課程）了．現在，  

ATR波動工学研究所研究員．信  

号処理，無線アドホックネット  

ワーク，アダプティブアレーア  

ンテナの研究開発に従事．  

平16シンガポールNanyang  

TechnologicaIUniv．博士課程  

了．平14（イ1月）から平15（3  
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月）までATRにて研修し，無線  
アドホックネットワークのパ  

ーソナル無線リンクを研究．現  

在，ATRにて到来方向推定、M州0  

の研究に従事．  

平5北大・大学院博士課程了．  

同年新潟大・工・助手，現在，  

同大・工・情報・助教授，平15  

からATR・客員研究員・併任，  

現在に至る．平12～13日ASAジ  

ェット推進研究所・客員研究  
員，平13～16放送大学新潟学  

習センター客員助教授・併任．  

この間，スーパーレゾリューシ  

ヨン法を用いた波源の到来方  
向・遅延時間推定，MIMOシステ  

ム，アナログスマートアンテ  

ナ，SAR画像処理に関する研究  

に従事．工博．平3［EEEAP－S東  

京支部YoungEngineerAward，  
平9電子情報通信学会学術奨励  
賞受賞．1EEE会員．  

平9宇都宮大大学院博士課程 了 
．村田製作所にて誘電体共尋  

U器の設計用シミュレータの開  

発を担当．現在，ATRにてスマ  

－トアンテナの測．定研究に従  
事．平13電気学会論文発表賞．  

】EEE会員．  

平12年名古屋大学大学院修士  

課程終了．シャープにてミリ波  

映像多重伝送システム開発に  
従事．現在、ATRにて地上デジ  

クル室内受信用エスパアンテ  
ナの開発に従事．  

平6岡山大大学院博士課程了．  

同年岡山県立大・情報工・助手，  

平11山口大・工・助手．平6，14  

カリフオルニア大学ロサンゼ  
ルス校川CLA）客員研究員．マイ  
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クロ波メタマテリアル．磁性デ  

バイス，高温超伝導デバイスの  

研究に従事．共著「マイクロ波  

シミュレータの基礎■2004年信  

学会，博士（工学仁 元信学会マ  

イクロ波研究会幹事補佐．信学  

会マイクロ波シミュレータ研  

究会専門委員．文科省科学技術  

専門家ネットワーク専門調査  

員，URSl電波研連C分科会幹事  

補佐，lEEE会員．  

富士通研究所  

略歴（研究実績）  

1984  3月31日 筑計わ」卜占誤 ＝意●             J子ニ＿子ニ  

礎工学類卒業  

1984年4月01日 富士通株式会社入社  

携帯電話用小型アンテナ、適応アンテナ、  

変復調技術、W－CDMA方式、無線基地局向  

け  
高効率電力増幅器＼非線形歪補償技術の  

研究開発に従事  

1984  3月31日   屋 崖■理だよ立                土二子・：子・ロ  

1986年3月31日 名古屋大学大学院理  

学研究科宇宙物理専攻修士課程修了  

1986年4月01日 富士通株式会社入  

電波天文用ミリ波冷却低雑音増幅器の開  

発、76GHzレーダセンサ用MMICおよびパ  

・  ＝   ＝  妄＝－＝＝吏■     ．             尻毛 子ニ：子苛  

1989年3月31日 北海道大学大学院工  

学研究科電気工学専攻修士課程修了  

1989年4月・01日 富士通株式会社入  

社  
2904年9月東北大学電子工学専攻博士課   
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程修了  

HEMTLSl、76GHz 自動車レーダセンサ用  

MmCの研究開発に従事。  

工学博士  

1991年3月31日筑波大学大学院修士  

1991年4月01日 富士通株式会社入  

76GHzレーダセンサ用MMICの研究開発に  

従事  

2000年3月31日 東京工業大学工学部卒  

2002年3月31日東京工業大学理工学研究  
科電気電子工学専攻修士課程終了  

2002年4月1日富士通株式会社入社  

車載用レーダセンサ方式の研究開発、超  

広帯域無線伝送方式研究に従事  

2002 3 31日 京工  遣工肖立              こ子・こ子・ロ  

業  
2004年3月31日東京工業大学理工学研究  
科電気電子工学専攻修士課程終了  

2004年4月1日富士通株式会社入社  

76GHz レーダセンサ用パッケージの研究  

開発に従事  

1989年3月31日 名古屋大学大学院工  
学研究料電気工学専攻修士課程修了  

1989年4月1日 富士通株式会社 入  

社  
lhPHEMT超高速通信用回蹟の研究開発に  

従事  

1998  3月引 日  京理d■1‾占空理ぢ九立          ：子・子ニロ  

応用物理学科卒業  

2000年3月31日■名古屋大学大学院エ  
学研究科量子工学専攻修士課程修了  

2003年3月31日 名古屋大学大学院エ  

学研究科量子工学専攻博士課程修了  

2003年4月1日 富士通株式会社 入   
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沖電気工業  

略歴（研究実績）  

1983  3月31日 こ   学 越 工越          ′：子・元」ノ芦  

研究科電気専攻修士課程修了  

1983年4月1日沖電気工業入社基  

盤技術研究所通信デバイス研究部通信回  

路研究室部へ配属  

1996年3月31日 博士号取得（工学博  

士システム工学専攻）  

1997年10月 研究開発本部電子通信シ  

ステム研究所高速無線ネットワークプ  

ロジェクトリーダ就任以降、主にミリ波  

帯無禄通信システムの高速化、高度化に  

関する研究およびITS、超高速無線LÅN  

システムヘの適用にむけたシステム開  

発・事業化検討に従事。  

1985  3月31日  州 学理学  理       lコ  

学科卒業1985年4月1日沖電気工業  

入社。  
ディジタル信号処理およびメディアアク  

セス制御の研究に従事（音声，水中音響  

信号処理、CDMÅ通信システム、ミリ波SS  

レーダ、ミリ波車々間通信、ミリ波長高  

速無線L州システム等）  

1992年3月31日 名古屋工業大学工学   

部電気情報工学科1992年4月1日沖電  

気工業入社  

入社以降、無線L州のDL層およびNW層  

の研究に従事。1997年以降は主にミリ波  

帯無線L州における上記当該部位の研究  

開発に従事。   
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2002年東京工業大学 総合理工学研究  

科知能システム専攻修士課程修了  

・20p4年4月沖電気工業入社  

無縁アドホック通信システムにおける  
ルーティングアルゴリズムの研究開発に  

従事。  

2003年3月 武蔵工業大学大学院電気工   

学専攻集積デバイス工学卒  

2003年4月沖電気工業入社  

OFDM無線変復調方式のミリ波無線LAN  

環境の適用性の検討（遅延プロファイル  

依存性）に従事。  

1989  3  31日、斤判漁」卜占議 工、立三三         1亡⊥：宇エ ロ  

子工学科卒業1991年3月31日神戸  
大学大学院工学部計測工学修士課程修了  

1994年3月31日神戸大学大学院工学  

研究科システム工学専攻博士課程修了  

1994年4月1日（財）国際超電導産業             汚引せ⊇目已  

技術研究センター超電導工学研究所へ  

嘱託研究員として入所1995年4月1日  

沖電気工業入社  

CDMA無線通信システム（干渉キヤンセ  

ラー）、ミリ波SSレーダ、ミリ波および  

マイクロ波車々間通信システム（メディ  

アアクセス制御方式）の研究に従事。  

（1998年9月～2001年9月：慶應義塾大  

学理工学部特別研究教員肋手）  

2000年4月～2002年3月：（株）ソニーコ  

ンピュータサイエンス研究所 嘱託研究  

2002年4月 沖電気工業入社  

ミリ波無線通信システムにおける物理  

層およびDL層の研究に従事。   
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7 研究開発体制  

7－1研究推進体制   

本提案は弊社1社によるものであり、本項目に記入すべき事項は無い。  

7－2 管理体制及び当該研究開発テーマにおける研究開発推進体制  

ア 管理体制  

研究開発体制 へ  
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イ 当該研究開発テーマにおける研究開発体制  
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7－3 研究者氏名  

氏名   所属・役職（職名）   略歴（研究実績）  

日立製作所入社。システム開発研究所  

にてソフトウエア開発技法、システム  

高信頼化技術、インターネットバンキ  

ング、エレクトロニックコマースシス  

テムなどの研究・開発に従事した後、  

セキュリティソリューション推進本  

部本部長。情報処理学会、IEEE、ACM  

の会員。  

日立製作所入社。シフトウエア工場に  

おいて通信ソフトの開発から計画を  

担当。その後、情報事業本部に異動。  

ネットワークとハード／ソフト事業  

企画取り纏め。OSlからTCP／け関連事  

業を企画。2002年4月よリセキュリテ  

イソリューション推進本部でセキュ  

リティソリューション事業企画を担  

当し：呪在に至る。ISOやATM等の標準  

化委員会参加多数。  

日立製作所入社。公共システム事業部  

にて官公庁におけるコンビi一夕シ  

ステムエンジニアリング業務に従事。  

現在はセキュリティソリューション  

推進本部において公共案件における  

セキュリティシステムコンサルテイ  

ングを担当。  

日立製作所入社。ビジネスソリューシ  

ヨン事業部にて、インターネットバン  

キング、エレクトロニックコマースシ  

■■   ステムの開発に従事。2003年よリセキ  

ユリティソリューション推進本部に  

て、PKl等のセキュリティコンサルテ  

－ション業務に従事。  
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1977年東京工業大学大学院修士課程  

修了。同年、日立製作所入社、システ  

ム開発研究所に配属。以降、システム  

安全性の研究に従事し、このテーマ  

で、1986年、東京大学より工学博士号  

取得。その後、衛星放送暗号方式、楕  

円曲線暗号、その他、情報セキュリテ  

ィ技術の研究開発に従事。ISOハEC  

SC27（セキュリティ）専門委員会委員  

長などを兼務。著書は、－ファイアウォ  

ール（昭晃堂）、インターネットセキ  

ュリティ（オーム社）など。  

1996年東北大学大学院理学研究科数  

学専攻博士前期課程修了。1999年（株】  

日立製作所入社。システム開発研究所  

勤務。暗号技術の研究開発に従事。電  

子情報通信学会会員。  

1997年九州大学大学院システム情報  

科学研究科情報工学専攻修士課程修  

了。1997年（株】日立製作所システム開  

発研究所入所。2004年九州大学大学院  

システム情報科学研究科より博士（工  

学）授与。入社以来、暗号と情報セキ  

ュリティに関する研究と開発に従事  

する。電子情報通信学会、情報処理学  

会会員。  

2001年東京工業大学修士課程修了。  

2001年（株】日立製作所システム開発  

研究所入所。入社以来、暗号と情報セ  

キュリティに関する研究と開発に従  

事する。電子情報通信学会、国際暗号  

学会（川CR）会員。  
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博士刑期課程修了。博士（工芋）。1998  
年（株）日立製作所入社。同社システ  

ム開発研究所勤務。暗号理論、情報セ  
キュリティ技術の研究に従事。耐タン  
パ技術に関する論文に対して情報処  
理学会平成15年度論文賞を受賞。電  

子情報通信学会、情報処理学会、日本  
数学会、応用数理学会各会員。  
2004年東京工業大学大学院理工学  
研究科数学専攻修士課程修了。（株）  

日立製作所システム開発研究所勤務。  

－■  情報セキュリティ技術の研究開発に  
従事。  
1988年東京理科大学理工学研究科  

電気工学専攻修士課程終了。（株）日  

立製作所マイクロエレクトロニクス  
機器開発研究所入所。1993年同社シス  

テム開発研究所へ転勤。パーソナルコ  
ンピュータハードウェア開発、LS】開  

発、暗号技術のLSlへの実装研究に従  

事。電子情報通信学会正員。  
1996年九州大学大学院数理学研究科  

博士課程修了（数理学博士）。同年4月  

学術振興会特別研究員。1999年（株）  

日立製作所システム開発研究所へ入  
所。以来、暗号と情報セキュリティに  
関する研究と開発に従事。日本数学  
会、電子情報通信学会会員。  

2002年京都大学大学院情報学研究科  

力学系理論分野修士課程修了。同年  
（株）日立製作所入社。同社システム開  

発研究所に勤務。暗号技術の研究開発  
に従事。  
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⑰  

7 研究開発体制  

7－1研究推進体制  

「‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾【■  

検討委員会  
l＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿  

l  

】  
l  

富士通株式会社  

社外有識者位教大学、横浜国立大学、電気通信大学、等）から成る検討委員会を   

組織し、定期的に委員会を開催し、本提案に対する意見交換等を行う。   

7－2管理体制及び当該研究開発テーマにおける研究開発推進体制  

ア 管理体制  

政策推進本部    技術企画部   

社長  ハ’ィスク○ルーブ経理部  

LSl事業本部  
第一システムしS      l事業部  H第五設計部   

イ 当該研究開発テーマにおける研究開発体制  
＿一一一－－－－－－一一－－－－一一一－－－－－－一一一一－－－－一一－－－－一一－－－－－－－－－－‾－－一一－－－－‾‾‾‾  
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7－3 研究者氏名  

氏名   所属・役職（職名）   略歴（研究実績）  

昭和56大阪大学・工・通信工学科  

卒。昭和58同修士課程修了。  

同年、富士通株式会社入社。  
以来、情報セキュリティおよび暗号  
実装の研究に従事。平成15より  

CRYPTREC暗号モジュール委員会委  

員。  
昭和62東京大学大学院理学系数学  
修士課程修了。  

同年、富士通株式会社入社。  
平成8より、情報セキュリティおよ  
び暗号理論研究に従事。主に公開鍵  
暗号の安全性を研究。平成12～14、  

電子政府CRYPTREC暗号技術公開鍵  
評価委員会委員。平成15より、暗  

号技術監視調査WG委員。  
平成3横浜市立大学大喪院総合理学  

研究科修士課程修了。  
同年、富士通株式会社入社。  
平成6より、情報セキュリティおよ  
び暗号理論研究に従事。主に共通鍵  

暗号の安全性を研究。平成12～14、  

L   

電子政府CRYPTREC暗号技術共通鍵  

評価委員会委員。平成15より、暗  

15、特殊敬体ふるい法世界記録822  

ビット合成数分解に成功。電子情報  
通信学会SCIS奨励賞受賞。工博。  号技術監視調査WG委員。平成14～  
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平成4東京大学・理・数学卒。平成  

9立教大学大学院博士課程修了。  

同年、富士通株式会社入社。  
情報セキュリティおよび暗号理論  

研究に従事。主に公開鍵暗号の安全  
性を研究。平成14～15、特殊数体ふ  
るい法世界記録822ビット合成数分  

解に成功。電子情報通信学会SCIS  
奨励賞受賞。情報処理学会CSS論文  

賞受賞。  

平成4東京工業大学大学院修士課程  

修了。  
同年、富士通株式会社入社。  
平成6より、情報セキュリティおよ  
び暗号理論研究に従事。主に擬似乱  

数生成等の安全性を研究。工博。  
平成7東京工業大学・工・情工卒。  
平成9北陸先端大博士前期課程修  

了。  
同年、菖士通株式会社入社。  
公開鍵／共通鍵の実装技術お声び  

サイドチャネル攻撃の研究に従事。  
電子情報通信学会SCIS奨励賞受  

賞。情報処理学会CSS論文 。  

平成9中央大学・理工・情報工学科  
卒。平成11同大大学院修士課程修  

了。  
同年、富士通株式会社入社。  
情報セキュリティおよび暗号の研  
究に従事。主に暗号の実装技術につ  
いて研究。他に暗号のモジュール評  

価、安全性評価、乱数検定などにつ  

いて研究。  

平成14広島市立大学・情報科学部・  
情報数理学科卒。平成16東工大大  
学院・理工学研究科・集積システム  
専攻修士魂程終了。  

同年、菖士通株式会社入社。  
暗号実装・安全性評価の研究に従  

事。  
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平成5岡山大学工学部卒。  

同年、富士通株式会社入社。  
平成5～14、LCDモジュール開発に  

従事。平成15より、リコンフィギ  
ャラブルプロセッサの研究開発に  

従事。  

平成8山口大学工学部卒。  

同年、富士通株式会社入社。・  
平成8～14、通信系システムLSl開  
発に従事。平成15より、リコンフ  

ィギャラブルプロセッサの研究開  

発に従事。  
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⑥  

1 研究開発のテーマ  

「光通信波長帯量子制御光変復調技術の研究開発」  

課題ア 量子制御光源技術の開発  
課題アー1 直交位相スクイーズド光源の開発  

課題アー1－1 直交位相スクイーズド光発生技術の開発（日本大学）  
課題アー1－2 直交位相スクイーズド光発生用非線形デバイスの開発  

（物質・材料研究機構）  

課題アー2 光子数スクイーズド光源の開発  
課題アー2－1 光子数スクイーズド光発生技術の開発（産業技術総合研究所）  
課題アー2－2 光子致スクイーズド光発生用非線形デバイスの開発  

（物質・材料研究機構）  

課題イ：量子信号検出技術の開発   
課題イー1高効率ホモダイン検波技術の開発（日本大学）   
課題イー2 光子数測定技術の開発（産業技術総合研究所）  

課題り：量子制御光変復調システム技術の開発  

直交位相スクイーズド光変復調システム技術の開発（日本大学）  
光子数スクイーズド光変復調システム技術の開発  

（産業技術総合研究所）  

量子制御光変復調システム用デバイスの開発  

（物質・材料研究機構）  

課題ウー1  

課題ウー2   

課題ウー3  

課題工：研究テーマ全休の管理（産業技術総合研究所）  
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7 研究開発体制  
当夢研究開発テーマを受託した時の研究開発体制について，次のような一覧表にま  

とめて示して下さい。  

7－1研究推進体制  
複数の企業で研究テーマを受託した場合の研究推進体制を示して下さい。  

〔複数の企業で研究開発を行う場合については、以下、企業ごとに記入して下さい。〕   

7－2 管理体制及び当該研究開発テーマにおける研究開発推進体制  

7 管理体制（産業技術総合研究所）  
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ア 管理体制（日本大学）  

I  l  
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ア 管理体制（物質・材料研究機構）  
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7－3 研究者氏名   
（産業技術総合研究所）  

（日本大学）  

氏名   所属・役職（職名）   略歴（研究実績）  

半導体レーザによる振幅スク  
イーズド光の発生とその光計  

測への応用  

（物質・材料研究機構）  
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①  

7 研究開発体制  

7－1研究推進体制  

7－2 管理体制及び当該研究開発テーマにおける研究開発推進体制  

ア 管理体制  
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7－3 研究者氏名  

略歴（研究実績）  

43   ⊥ だ島→ト亡ゴ ェ出研虎ミ＝＝子工嶺         尻手子クーこ子・ヲも  苧  
攻博士課程修了（エ学博士）  
昭和43年東北大学電気通信研究所助手  
昭和44年東北大学電気通信研究所助教授  
平成3年 東北大学工学部材料物性学科教授  
平成9年 東北大学大学院工学研究科材料物性  

学専攻教授  
平成16年－（財）半導体研究振興会 所長  
化合物半導体の結晶成長およぴオプト工レクト  
口ニクスに関する研究  
日  61    ■彗i」トた蟄 工出研虎ミ 士章 日          こ子・こ子・二子－ヲも  ク  

了（工学博士）  

昭和62年～平成4年新技術事業団（現：科学技術  
振興事業団）「西澤テラヘルツプロジェクト」出向  

平成7年～東北大学講師（エ学部）  
平成10年一通信・放送機構仙台リサーチセンター  
サブリーダー  
平成12年－（財）半導体研究振興会 主任研究員  
GaAs分子層エビタキシーおよぴG8As系超高速半  

導体素子の開発  
1985 （昭和60年）ポー‾ンド・グダ‾スクエ              フ  

科大学Ph．D取得  
平成2年一平成4年新技術事業団 「西澤テラヘ  
ルツプロジェクト」  

平成4年～（財）半導体研究振興会主任研究員  
平成9年～平成13年通信一放送機構仙台リサーチ  
センター出向  
GaAs系超高速半導体素子および超高周波発振素子  

の開発  
昭和56   エ  幽＝一子工増折田フ  
平成元年～平成5年㈱小電力高速通信研究所出向  
平成9年～平成13年通信・放送機構仙台リサーチ  
センター研究フェロー  
超高速トランジスタの研究開発  

日 60 由 県古工 青 息大ヒ恩エ ミ卒  
平成9年～平成13年通信・放送機構仙台リサー  
チセンター  

超高周波発振素子の研究開発   
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昭和63年～平成4年新技術事業亙「西澤テラヘ  
ルツプロジェクト」出向  
平成9年～平成13年通信・放送機構仙台リサー  

チセンター  

G8As系プロセス技術の研究開発  

雪 目立  最 学父 学      昭和63年～平成4年新技術事業団「西澤テラヘ  

ルツプロジェクト」出向  
平成9年…平成13年通信■放送機構仙台リサー  

チセンター  

GaAs分子層成長に関する研究  

＝ミ 青 学交  

昭和25年東北大学電気通信研究所  
昭和61年（財）半導体研究振興会  

半導体素子周辺部晶の加工等   
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㊧  
7 研究開発休制  

7－1．研究推進体制   

単独提案により、省略  

7－2 管理体制及び当該研究開発テーマにおける研究開発推進体制  

ア．管理体制  
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7－3 研究者氏名  

略歴（研究実績）  所属一役職（職名）   

1986二横浜国立大学工学部情報工学科 学士卒業  
1986：日本IBM、開発製造、東京プログラミングセンター入社  

987－1989：グループウエア製品開発  
1990－1992：データベースアクセスツール開発  
200l－2002：High－VolumeWebSitePerfornanceSimuIatorfor  

WebSphereの研究／開発  
2000－2003：Webサイト応答時間分析の研究／開発  
2004－2004：Webアプリケーションサーバーのオンデマンド  

機能の技術研究／評価   

1991：金沢大学工学部機械システムエ学科 学士卒業  
1991：日本IBM、開発製造、製品保証、保証業務企画入社  
200l－2003：High－Volume Web Site（HVWS）Performance  

Simulator for WebSphereの研究／開発  
2002－2003：End to Endキャパシティプランニングーツール  

C8PConの研究／開発  

2003－2004：キャパシティ／パフォーマンス評価   

1992：電気通信大学電気通信学部電子情報学科 学士卒業  
1992：日本IBM、開発製造、製品保証入社  
1998－2002：パフォーマンスおよぴキャパシティプランニング  
手法についての研究  
2002－2004：Autonomic W鴎システムの研究開発   

2001：名古屋大学理学研究科素粒子宇宙物理学専攻修士課程  
2001：日本IBM、大和ソフトウエア開発研究所入社  
2002：サーバーサイドの大量エージェント技術の研究／開発  
2002－2003：自動車 車載エージェント技術の研究／開発  
2003：電磁場解析におけるグリッドシステムの研究／開発  
2003：CRMにおけるエージェント技術の利用についての研究  
2003－2004：ホームサーバーを利用したセキュアなCPUグリッ  

ドシステムの研究／開発  

2004：セキュアなデータグリッドシステムの研究／開発  

2000：東京大学工学系研究科計数工学専攻博士課程  
2000：日本IBM、東京基礎研究所入所  
2000－2003：光通信用Reed－Solomon復号器の研究開発  
2003－2004：Web SystemのPerformance Engineeringの研究  
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略歴（研究実績）   所属・役職（職名）  

二  1998：奈良先端科学技術大学工学部情報科学科 修士卒業  
1998：日本IBM、開発製造、APプロダクツ、APシステム開発  

入社  
1998－2000：Webアプリケーションサーバーのベンチマーク、  

チューニングなどのパフォーマンス分析  
2001－200l：End to Endキャパシティプランニング・ツ，ル  

の研究／開発  

2002－2002：データベース製品のベンチマークの為の  
負荷ツール、モニタリング等のツールキットの  

開発  
2002－2003：データベース製品の大規模案件のチューニング、  

ベンチマークや新製品の性能テストなどの  
DB2のパフォーマンス分析  

2004－2004：Webアプリケーションサーバーの  
オンデマンド機能の技術研究／評価   

2002 東京大学大学院数理科学研究科数理科学専攻  
博士課程卒業  

2002 日本アイビーエム東京基礎研究所入社  
2002－2004：AutonomicComputing／Web Perfornance  

Engineering研究、  
パフォーマンス続合分析ツール（lPAT）の開発  

■■■  京都大学理学部 卒業  
日本アイ・ピー・エム株式会社 入社  
金融系ソフトウエア開発に従事  
湘南工科大学「プログラミング言語」非常勤講師  
スケジュール最適化ソフトウエア開発  
エージェントシステム開発  
湘南工科大学「オペレーションズ・リサーチ」  

非常勤講師  
湘南工科大学「数理計画法」非常勤講師  

1989  

1989  

1989  

1994－2001  

1999－2004  

200ト2004  

2001－2004  

2003－2004  
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	Text1: 【別紙２（各論１０項目目】


